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という形の関数で近似する：
















            フィッシャーのナイル河問題について
                                   平 野 勝 臣
 R．A．Fisherのナイル河問題の主旨は『ナイル河流域の農地の肥沃度は洪水の際の水位で決定される．
洪水後の農地の再配分を，前もってわかっている割合で，水位に依存せずに行うにはどうするか』であ
る（Fisher（1956），p．！18参照）．
 この問題に対する彼の与えた一つの例は以下の通り（Fisher（1956），PP．163－169参照）．2次元確率密
度関数！（κ，ツ）＝eXp｛一θκ一θ一1y｝からm個の標本をとる．T＝π，σ＝ノ万とする．母数θの
